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第７回アフリカ開発会議

（TICADⅦ）の横浜開催が決定

しました 

６月 16日、「第７回アフリカ開

発会議は 2019（平成 31）年に

横浜で開催する」ことが政府か

ら発表されました。 

横浜開催の決定について林市長

は、「過去２回のアフリカ開発

会議開催によって培ってきたア

フリカとの技術協力、市民交流

などの取組を土台に、「アフリ

カに一番近い都市」として、会

議の成功に確実に貢献し、アフ

リカとの絆を一層深めてまいり

ます。」とコメントしました。  

※アフリカ開発会議は 2008 年の第４

回、2013年の第 5回が横浜で開催さ

れ、第 5回会議では 39名の元首・首脳

級を含むアフリカ 51か国の代表など

4,500名以上が参加し、日本政府が主

催する最大規模の国際会議となりまし

た。 

 

 

第 5 回アフリカ開発会議の際、一校一

国運動でマラウィ料理を学ぶ小学生 

アメリカ・カナダ大学連合日本

研究センターで卒業発表会が行

われました 

6 月 6日から 7日にかけて、横

浜国際協力センターに拠点を置

くアメリカ・カナダ大学連合日

本研究センター（IUC）にて、

卒業発表会が開催され、10 ヶ月

間にわたって上級日本語を学習

してきた卒業生 45人が日本の

経済や政治、文化、建築など、

様々な専門分野について日本語

で発表しました。

 

同センターは、一定の日本語能

力を有し、政府機関職員や実業

家、学者を目指す大学院生を主

な対象に、専門分野で必要な語

学スキルとコミュニケーション

力を習得させる 10ヶ月の上級

日本語教育プログラムを提供し

ています。同センターの卒業生

には日本文学の研究者であるロ

バート・キャンベルさんもいら

っしゃいます。 

テルアビブ大学副学長が横浜市を

訪問しました 

イスラエル・テルアビブ-ヤッフ

ォ市からラアナン・ライン テル

アビブ大学副学長が６月７日に横

浜を訪問され、横浜市の関山国際

局長と面会しました。 

 
横浜市はテルアビブ-ヤッフォ市

と平成 24 年９月に共同声明を行

っており、関山国際局長はライン

副学長と、今後の連携の交流の可

能性について意見交換しました。 
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【2013 年横浜にて第５回アフリカ開発会議の様子】 

 
 外務省提供  

 


